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記
述
語

評
価

項
目

の
観

点
（

R
4
）

記
述
語

評
価

項
目

の
観

点
（

R
4
）

記
述
語
（
R
3
）

評
価

項
目

の
観

点
（

R
4
）

1
ジ

ブ
ン

ゴ
ト

三
陸

地
域

の
復

興
や

自
身

の
未

来
に

向
け

た
前

向
き

な
意

志

三
陸

地
域

の
復

興
や

身
の

回
り

の
出

来
事

を
自

分
に

関
係

の
あ

る
こ

と
と

考
え

、
自

分
の

意
見

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

①
自

分
や

地
域

の
理

想
像

に
つ

い
て

、
具

体
的

な
考

え
を

述
べ

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
活

動
を

人
任

せ
に

せ
ず

、
み

ず
か

ら
す

す
ん

で
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

社
会

や
未

来
を

良
く
し

よ
う

と
す

る
意

欲
を

持
ち

、
志

を
自

信
を

も
っ

て
語

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
自

分
が

関
心

を
持

っ
た

テ
ー

マ
に

つ
い

て
、

自
信

を
持

っ
て

語
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
自

分
が

関
心

を
も

っ
た

テ
ー

マ
に

取
り

組
む

意
義

を
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

社
会

の
一

員
と

し
て

自
覚

を
も

ち
、

よ
り

よ
い

未
来

に
し

よ
う

と
す

る
意

志
を

持
て

る
。

①
関

心
領

域
を

通
じ

て
、

社
会

に
ど

ん
な

貢
献

を
し

た
い

か
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
自

分
の

強
み

（
大

槌
）
を

活
か

し
て

社
会

に
ど

ん
な

貢
献

を
し

た
い

か
を

語
る

こ
と

が
で

き
る

。

2
課

題
設

定
力

課
題

解
決

や
自

己
実

現
の

た
め

に
、

取
り

組
む

べ
き

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
力

理
想

の
姿

と
現

状
の

ギ
ャ

ッ
プ

か
ら

問
題

を
見

つ
け

、
取

り
組

む
べ

き
課

題
を

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
「
理

想
の

姿
」
と

「
現

状
」
を

考
え

て
、

解
決

し
た

い
課

題
を

挙
げ

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
課

題
が

生
じ

る
原

因
を

論
理

的
に

考
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

解
決

策
の

実
行

を
繰

り
返

し
な

が
ら

、
よ

り
重

要
な

新
し

い
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

①
実

行
し

た
こ

と
を

振
り

返
り

、
次

に
取

り
組

む
課

題
を

設
定

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
課

題
の

設
定

と
解

決
に

向
け

た
ア

ク
シ

ョ
ン

を
繰

り
返

し
な

が
ら

仮
説

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
る

。

課
題

に
対

す
る

関
心

や
周

辺
知

識
へ

の
理

解
を

深
め

、
熱

意
を

も
っ

て
取

り
組

み
た

い
テ

ー
マ

を
見

つ
け

ら
れ

る
。

①
関

心
領

域
に

つ
い

て
、

解
決

さ
れ

る
べ

き
課

題
を

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
卒

業
後

に
取

り
組

み
た

い
テ

ー
マ

を
自

分
な

り
に

考
え

、
自

信
を

持
っ

て
語

る
こ

と
が

で
き

る
。

3
共

感
・
相

互
理

解

価
値

観
や

意
見

の
違

い
を

み
と

め
、

前
向

き
に

受
け

容
れ

る
力

自
分

と
異

な
る

他
者

の
意

見
や

価
値

観
を

尊
重

し
、

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
相

手
に

安
心

感
を

与
え

る
聞

き
方

を
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
相

手
の

考
え

の
背

景
を

想
像

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

対
立

す
る

意
見

や
価

値
観

を
取

り
入

れ
、

そ
の

背
景

を
想

像
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
他

者
の

テ
ー

マ
に

関
心

を
持

ち
、

学
び

合
う

雰
囲

気
づ

く
り

に
貢

献
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
立

場
や

考
え

が
違

う
人

に
と

っ
て

も
プ

ラ
ス

に
な

る
よ

う
な

ア
イ

デ
ア

を
出

す
こ

と
が

で
き

る
。

価
値

観
の

違
い

を
ふ

ま
え

、
身

の
回

り
の

他
者

や
社

会
全

体
が

よ
り

よ
く
な

る
た

め
の

考
え

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

①
多

様
な

関
心

領
域

を
持

つ
仲

間
と

共
に

学
び

合
う

環
境

づ
く
り

に
貢

献
で

き
る

。

②
対

話
を

通
し

て
、

他
者

の
強

み
を

見
つ

け
る

こ
と

に
貢

献
で

き
る

。

4
O

n
e
 T

e
am

自
分

の
意

志
を

よ
り

よ
く
伝

え
な

が
ら

、
多

様
な

人
を

巻
き

込
む

力

自
分

の
考

え
を

は
っ

き
り

と
伝

え
、

所
属

す
る

集
団

の
中

で
協

力
し

て
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
他

の
メ

ン
バ

ー
の

活
動

に
関

心
を

持
ち

、
手

伝
っ

た
り

質
問

し
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
視

線
を

相
手

の
方

へ
向

け
、

聞
き

取
り

や
す

い
声

で
話

す
こ

と
が

で
き

る
。

自
分

の
意

見
や

考
え

を
わ

か
り

や
す

く
発

信
し

、
身

近
な

他
者

を
巻

き
込

ん
で

活
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

①
周

囲
や

外
部

の
協

力
を

得
て

活
動

を
行

う
こ

と
が

で
き

る
。

②
全

体
の

流
れ

を
ス

ト
ー

リ
ー

に
し

て
、

相
手

に
伝

わ
る

よ
う

熱
心

に
語

る
こ

と
が

で
き

る
。

自
分

の
考

え
を

論
理

性
と

熱
意

を
も

っ
て

伝
え

、
多

様
な

立
場

の
人

の
中

で
活

動
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
自

分
の

考
え

を
伝

え
な

が
ら

、
多

様
な

立
場

の
人

と
議

論
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
自

分
の

考
え

を
熱

意
を

も
っ

て
論

理
的

に
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

5
レ

ジ
リ

エ
ン

ス

困
難

な
状

況
を

プ
ラ

ス
に

考
え

、
前

向
き

に
挑

戦
し

続
け

る
力

与
え

ら
れ

た
環

境
の

中
で

、
ひ

る
ま

ず
前

向
き

に
物

事
に

挑
戦

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

①
自

分
の

考
え

を
あ

き
ら

め
ず

に
言

葉
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

②
過

去
の

出
来

事
や

体
験

と
つ

な
げ

て
自

分
の

考
え

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

全
く
新

し
い

環
境

や
、

思
い

通
り

に
い

か
な

い
状

況
で

も
、

物
事

に
前

向
き

に
挑

戦
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
物

事
が

思
い

通
り

に
進

ま
な

い
と

き
、

打
開

策
を

考
え

て
実

行
で

き
る

②
新

し
い

環
境

に
み

ず
か

ら
飛

び
込

ん
で

い
く
こ

と
が

で
き

る
。

困
難

な
体

験
も

プ
ラ

ス
に

捉
え

、
未

知
の

環
境

へ
飛

び
込

む
こ

と
を

楽
し

む
こ

と
が

で
き

る
。

①
関

心
領

域
の

専
門

家
や

職
業

の
プ

ロ
に

自
ら

ア
プ

ロ
ー

チ
し

て
い

く
こ

と
が

で
き

る
。

②
今

ま
で

の
経

験
と

自
分

の
強

み
（
大

槌
）
と

の
関

連
を

具
体

的
に

話
す

こ
と

が
で

き
る

。

6
価

値
創

造

新
し

い
視

点
や

ア
イ

デ
ア

を
つ

く
り

だ
し

、
課

題
解

決
に

活
か

す
力

す
で

に
あ

る
事

例
を

参
考

に
し

な
が

ら
、

課
題

の
解

決
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

①
オ

リ
ジ

ナ
リ

テ
ィ

の
あ

る
解

決
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
解

決
策

の
効

果
に

つ
い

て
具

体
的

に
説

明
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

集
め

た
情

報
を

活
用

し
て

、
自

分
な

り
の

新
し

い
視

点
や

ア
イ

デ
ア

を
持

つ
こ

と
が

で
き

る
。

①
自

分
な

り
の

視
点

で
解

決
策

を
考

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

②
取

り
組

み
を

振
り

返
り

、
学

び
や

発
見

を
自

分
の

言
葉

で
表

現
す

る
こ

と
が

で
き

る

既
存

の
枠

組
み

に
と

ら
わ

れ
ず

考
え

、
誰

か
の

役
に

立
つ

知
見

を
発

信
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

①
関

心
領

域
の

未
来

を
見

据
え

、
理

想
の

姿
を

自
分

な
り

の
言

葉
で

説
明

す
る

こ
と

が
で

き
る

②
他

者
に

と
っ

て
役

立
つ

知
見

を
、

オ
リ

ジ
ナ

リ
テ

ィ
の

あ
る

言
葉

で
語

る
こ

と
が

で
き

る
。

進
路

実
現

・
社

会
人

と
し

て
の

自
立

自
立

（
意

志
が

あ
る

）

協
働

（
仲

間
と

と
も

に
あ

る
）

創
造

（
逆

境
か

ら
創

り
出

す
）

大
槌
高
校
 
三
陸
み
ら
い
探
究
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価
表
（
R
3
〜
）

【
三

陸
み

ら
い

探
究

で
育

成
す

る
資

質
・

能
力

の
設

定
】

・
「

大
槌

高
校

魅
力

化
構

想
骨

子
」

に
て

設
定

し
た

目
指

す
人

物
像

を
も

と
に

、
三

陸
み

ら
い

探
究

で
育

成
す

る
資

質
・

能
力

を
６

つ
に

細
分

化
し

た
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

資
質

・
能

力
を

３
段

階
で

レ
ベ

ル
分

け
し

、
そ

れ
ぞ

れ
１

〜
３

学
年

終
了

時
の

目
標

状
態

と
し

て
記

述
語

を
設

定
し

た
。

・
そ

れ
ぞ

れ
の

記
述

語
に

つ
い

て
、

評
価

項
目

の
観

点
を

２
つ

ず
つ

設
定

し
た

。

育
て

た
い

人
物

像
資

質
・

能
力

内
容

レ
ベ

ル
１

（
１

学
年

終
了

時
の

目
標

状
態

）
レ

ベ
ル

２
（

２
学

年
終

了
時

の
目

標
状

態
）

レ
ベ

ル
３

（
３

学
年

終
了

時
の

目
標

状
態

）

高
校

生
と

し
て

の
自

覚
社

会
の

一
員

と
し

て
の

自
信
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学科検討の報告 
                                     令和５年１月 23 日 

岩手県立大槌高等学校 副校長 
１ 検討過程の変遷 

① 現行 

 

② R4.4 月申請時 

 

③ R5.1 月検討時 

大学科 普通科 普通科 普通科 

小学科 普通科 普通科 
地域社会 

学科（仮） 
地域社会学科（仮） 

コース 文理コース 教養コース   

                             

 

 

①高校再編計画の対象となり、進学・就職のより充実をはかるためコース制を導入（H13 年）。 
②・普通科…進学に特化（現行課程よりさらに一般選抜に対応した高度な学びを検討）する。 
 ・地域社会学科（仮）…探究中心の学びを充実させる。 
  普通科・地域社会学科の２つでより特色ある学びの実現をめざす。 
⇒カリキュラム WG（ワーキンググループ）で検討し生徒ワークショップ・アンケート・ヒアリングを実施 
  
 
 
 
 
 
 
 
 

科目選択の自由度を高めた教育課程編成の方向へ 
③地域社会学科（仮）単独学科…より探究科目の充実を図る。 
 …進学・就職に関係なく科目選択の自由度を高め、学びたい学びを選ぶ（自分の学びを作る）。 

→コンソーシアム会議(12 月)で説明、理解を得る。 
 
２ 今後について 
・学科編成委員会（1/26）⇒県教委への報告⇒地域社会学科単独の教育課程編成（３月初旬） 
 ■科目選択の自由度が高まれば教員のコマ数増→小規模校の人員でどう編成するか、加配は可能か？ 
 □教育課程に盛り込んでいきたい内容…社会教育の単位化（防災学習・東大海洋研での活動等） 

キャリア学習→デュアルシステム導入、復習科目の充実、授業のオンライ履修） 
・普通科改革を進めるにあたり、先生方の思いを取り入れ、自発的な活動を促していく 。 

先生方の積極的な活動も踏まえ、カリキュラム WG で深く検討 

文理コース（大学）、教養コース（就

職・専門）の選択のみで科目選択の余

地はない。 

普通科での科目選択の余地はあまり

ない。地域社会学科で科目選択と探

究的な学びを充実させる。 

進学・就職に関係なく科目選択と探

究的な学びを充実させる。コースを

設けず進学・就職の科目選択群を設

けることも検討。 

●生徒から（アンケート・ヒアリング） 
・50％以上が、「希望に合わせた科目選択制」を望む。 
・「学校独自の特徴的な学び」（５教科の総合探究：地域みらい学を含む）希望者が多い。 

特に文理コース所属生徒が探究的な科目を選択してより地域の学びを深めたいという希望が多い。 
※参考）教養コースから県立大学総合政策学部へ１名合格（R5 入試） 

●保護者から（学校評価アンケート） 
・推薦入試を考え、探究的な学びが充実する教養コースからの進学をできるようにしてほしい。 
●教員から（ワーキンググループでの検討） 
・一般選抜受験ほぼなし(R5…0 名、R4…1 名) 
⇒進学希望者にも探究的な学びを充実させ、学校推薦型・総合型選抜へ特化、一般選抜は個別対応。 
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H
ow

 t
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re
ad

   
結

果
の

読
み

取
り方

高
校

魅
力

化
評

価
シ

ステ
ム　

組
織

診
断

ポ
ート

フォ
リオ

   
   

   
  

こ
の

ポ
ー

ト
フ

ォ
リ

オ
で

は
、

以
下

の
５

側
面

、
４

領
域

、
３

軸
に

よ
り

、
高

校
と

地
域

の
学

び
の

「
い

ま
」

と
「

変
化

」
を

読
み

取
る

こ
と

が
で

き
ま

す
。

５
つ

の
側

面
を

➡
各

校
・

地
域

の
状

態
を

、
「

①
学

習
活

動
」

「
②

学
習

環
境

」
「

③
生

徒
の

自
己

能
力

認
識

」
「

④
生

徒
の

行
動

実
績

」
「

⑤
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
」

の
５

つ
か

ら
把

握
し

て
い

ま
す

。
高

校
名

 岩
手

県
立

大
槌

高
等

学
校

４
つ

の
領

域
か

ら
➡

各
設

問
を

「
主

体
性

」
「

協
働

性
」

「
探

究
性

」
「

社
会

性
」

の
４

つ
の

資
質

・
能

力
に

関
す

る
領

域
に

分
類

し
て

い
ま

す
。

年
度

 2
02

2年
度

３
つ

の
軸

で
➡

上
記

の
デ

ー
タ

を
「

時
間

軸
（

前
年

度
か

ら
の

伸
び

）
」

「
学

年
軸

（
学

年
に

よ
る

違
い

）
」

「
地

域
軸

（
他

地
域

と
の

比
較

）
」

の
３

つ
の

軸
で

整
理

し
て

い
ま

す
。

回
答

者
数

 生
徒

・
学

生
16

1 （
内

訳
）

1年
生

57
2年

生
56

3年
生

48
4年

生
0

5年
生

0
結

果
に

出
て

く
る

数
字

や
言

葉
は

次
の

意
味

を
表

し
て

い
ま

す
。

（
昨

年
度

）
14

0（
内

訳
）

1年
生

59
2年

生
44

3年
生

37
4年

生
0

5年
生

0
【

割
合

（
％

）
】

➡
各

項
目

で
「

４
．

あ
て

は
ま

る
」

「
３

．
ど

ち
ら

か
と

い
え

ば
あ

て
は

ま
る

」
と

い
う

肯
定

的
回

答
を

し
た

割
合

大
人

26
（

内
訳

）
教

職
員

23
（

昨
年

度
）

大
人

24
（

内
訳

）教
職

員
21

【
平

均
】

➡
「

あ
て

は
ま

ら
な

い
＝

１
」

～「
あ

て
は

ま
る

＝
４

」
の

回
答

の
平

均
値

【
M

EM
O】

【
他

地
域

】
➡

同
じ

機
会

に
調

査
を

実
施

し
た

他
校

の
回

答
の

平
均

値
教

育
目

標
、

育
て

た
い

生
徒

像
な

ど
【

回
答

上
昇

者
の

割
合

】
➡

（
個

人
ID

で
紐

づ
け

を
行

い
、

複
数

回
調

査
を

実
施

し
た

場
合

に
表

示
）

前
年

と
比

べ
て

、
各

領
域

の
回

答
平

均
値

が
上

が
っ

た
回

答
者

の
、

全
回

答
者

に
占

め
る

割
合

Su
m

m
ar

y 
 総

括
表

2
　地

域
の

学
習

環
境

4
　生

徒
の
行
動
実
績

5
　満

足
度

■
今

回
の

結
果

（
ま

と
め

）
■

前
回

、
前

々
回

か
ら

の
肯

定
的

回
答

割
合

の
推

移
（

ま
と

め
）

■
強

み
・

伸
び

し
ろ

■
総

合
的

な
生

徒
の

満
足

度
■

総
合

的
な

大
人

の
満

足
度

強
み

；
肯

定
的

回
答

割
合

が
最

も
高

い
項

目
伸

び
し

ろ
：

肯
定

的
回

答
割

合
が

最
も

低
い

項
目

①
学

習
活

動
①

学
習

活
動

①
学

習
活

動
88

.2
%

47
.8

%
生

活
全

般
の

満
足

度
（

0～
10

で
6以

上
）

こ
の

地
域

を
将

来
暮

ら
す

場
所

と
し

て

②
学

習
環

境
②

学
習

環
境

②
学

習
環

境
83

.9
%

59
.6

%
前
回
、
前
々
回
か
ら
の
推
移

お
す

す
め

で
き

る

③
自

己
認

識
③

自
己

認
識

③
自

己
認

識
86

.3
%

40
.4

%
高

校
に

対
す

る
満

足
度

こ
の

学
校

に
関

わ
っ

て
よ

か
っ

た

④
行

動
実

績
④

行
動

実
績

④
行

動
実

績
64

.6
%

31
.7

%
前
回
、
前
々
回
か
ら
の
推
移

⑤
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
⑤

ｳｪ
ﾙﾋ

ﾞｰ
ｲﾝ

ｸﾞ
⑤

ｳｪ
ﾙﾋ

ﾞｰ
ｲﾝ

ｸﾞ
76

.4
%

44
.1

%
こ

の
学

校
を

中
学

生
に

お
す

す
め

で
き

る
こ

の
学

校
を

中
学

生
に

お
す

す
め

で
き

る

※
肯
定
的
回
答
割
合
が
50
%
未
満
=1
,5
0～
65
%
=2
,6
5%
～8
0%
=3
,8
0%
以
上
=4

※
左
か
ら
前
々
回
、
前
回
、
今
回
。
非
受
検
回
も
グ
ラ
フ
に
表
示
さ
れ
る
た
め
読
み
取
り
注
意
。

※
非
受
検
回
も
グ
ラ
フ
に
表
示
さ
れ
る
た
め
読
み
取
り
注
意
。

①
学

習
活

動
（

明
示

的
な

カ
リ

キ
ュ

ラ
ム

）
③

自
己

認
識

（
資

質
・

能
力

の
主

観
的

認
識

）
④

行
動

実
績

（
資

質
・

能
力

の
発

揮
）

⑤
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ

■
今

回
の

結
果

■
前

回
調

査
時

か
ら

の
変

化
（

回
答

上
昇

者
の

割
合

）
■

今
回

の
結

果
■

前
回

調
査

時
か

ら
の

変
化

（
回

答
上

昇
者

の
割

合
）

■
今

回
の

結
果

■
今

回
の

結
果

生
徒
の
ID
紐
づ
け
時
の
み
表
示

生
徒
の
ID
紐
づ
け
時
の
み
表
示

※
上
段
の
数
値
（
％
：
縦
軸
）
が
肯
定
的
回
答
割
合
、
下
段
の
数
値
が
平
均
値

■
今

回
の

結
果

（
詳

細
）

②
学

習
環

境
（

学
び

の
土

壌
：

非
明

示
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
）

主
体

性
探

究
性

■
前

回
調

査
時

か
ら

の
変

化
（

回
答

上
昇

者
の

割
合

）
■

前
回

調
査

時
か

ら
の

変
化

（
回

答
上

昇
者

の
割

合
）

■
今

回
の

結
果

■
前

回
調

査
時

か
ら

の
変

化
（

回
答

上
昇

者
の

割
合

）
生
徒
の
ID
紐
づ
け
時
の
み
表
示

生
徒
の
ID
紐
づ
け
時
の
み
表
示

生
徒
の
ID
紐
づ
け
時
の
み
表
示

協
働

性
社

会
性

※
点
線
は
他
地
域
に
お
け
る
肯
定
的
回
答
割
合

【
学

習
活

動
】

【
学

習
環

境
】

読
み

取
り

・
検

討
の

視
点

【
生

徒
の

自
己

認
識

】
読

み
取

り
・

検
討

の
視

点
【

生
徒

の
行

動
実

績
】

読
み

取
り

・
検

討
の

視
点

【
ウ

ェ
ル

ビ
ー

イ
ン

グ
】

読
み

取
り

・
検

討
の

視
点

・
自

校
の

強
み

や
課

題
、

そ
れ

を
増

進
／

克
服

す
る

た
め

の
、

協
働

の
あ

り
方

は
？

・
普

段
か

ら
意

識
し

て
い

る
、

育
て

た
い

生
徒

像
や

、
身

に
つ

け
さ

せ
た

い
力

に
関

す
る

指
標

の
結

果
は

？
・

生
徒

に
期

待
す

る
具

体
的

な
行

動
は

？
・

学
習

環
境

や
大

人
の

あ
り

方
と

の
関

係
は

？
・

普
段

か
ら

意
識

し
て

取
り

組
ん

で
い

る
活

動
の

機
会

や
環

境
づ

く
り

は
？

そ
の

成
果

は
出

て
い

そ
う

か
？

・
前

回
か

ら
の

変
化

は
？

そ
の

要
因

と
し

て
、

何
が

考
え

ら
れ

そ
う

か
？

（
学

習
活

動
、

学
習

環
境

と
関

連
付

け
て

）
生

徒
の

自
己

認
識

と
の

関
連

は
？

生
徒

の
資

質
能

力
と

の
関

連
は

？
・

協
働

を
支

え
る

コ
ー

デ
ィ

ネ
ー

ト
機

能
と

し
て

、
ど

の
よ

う
な

役
割

が
必

要
か

？
・

今
後

、
意

識
し

て
伸

ば
し

て
い

き
た

い
と

考
え

る
力

は
？

そ
の

た
め

に
必

要
な

「
次

の
一

手
」

は
？

・
具

体
的

な
行

動
を

促
す

よ
う

な
、

学
習

活
動

や
・

ウ
ェ

ル
ビ

ー
イ

ン
グ

の
観

点
を

学
校

目
標

に
学

習
環

境
づ

く
り

は
で

き
て

い
る

か
？

ど
う

位
置

づ
け

て
い

く
か

？

地
域
社
会
な
ど
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た

授
業
で
分
か
ら
な
い
こ
と
を
、
自
分
か
ら
質
問
し
た
り
、
分
か
る
人
に
聞
い
た

71
.4

%

満
足

度

50
.0

%

88
.5

%

80
.8

%
1

3
3

1

満
足

度

将
来
の
国
や
地
域
の
担
い
手
と
し
て
、
積
極
的
に
政
策
決
定
に
関
わ
り
た
い

日
本
の
将
来
は
明
る
い
と
思
う

47
.8

%

72
.0

%

日
本
や
世
界
の
課
題
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
考
え
る

地
域
に
、
尊
敬
し
て
い
る
・
憧
れ
て
い
る
大
人
が
い
る

活
動
、
学
習
内
容
に
つ
い
て
生
徒
同
士
で
話
し
合
う

挑
戦
す
る
人
に
対
し
て
、
応
援
す
る
雰
囲
気
が
あ
る

自
分
と
は
異
な
る
意
見
や
価
値
を
尊
重
す
る
こ
と
が
で
き
る

学
校
の
一
員
だ
と
感
じ
て
い
る

2 2

3 2

2

2 3 2

主
体

性
協

働
性

探
究

性
社

会
性

3 3

3 3

主
体

性
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究
性

2 3

協
働

性
社

会
性

2
1

61
.0
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66
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87
60
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%
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72

56
.1

%
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自
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%
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%
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自
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定
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・

自
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り
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40
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et
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  詳
細

結
果

全
校

１
年

生
（

20
22

入
学

生
）

２
年

生
（

20
21

入
学

生
）

３
年

生
（

20
20

入
学

生
）

4年
生

（
20

19
入

学
生

）

全
校

１
年
生
（
20
22
入
学
生
）

２
年
生
（
20
21
入
学
生
）

３
年
生
（
20
20
入
学
生
）

4年
生
（
20
19
入
学
生
）

学
年

昨
年
入
学
生
との
差

一
昨
年
入
学
生
との
差

学
年

１
年
次
との
差

回
答
上
昇
者

学
年

２
年
次
との
差

1年
次
との
差

学
年

3年
次
との
差

2年
次
との
差

1年
次
との
差

10
pt

以
上

の
増

加
0～

10
pt

の
増

加
減

少
割

合
(%
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差

(p
t)

差
(p
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割

合
（

%
）

差
(p

t)
割

合
(%

)
割

合
（

%
）

差
(p

t)
差

(p
t)

割
合

（
%

）
差

(p
t)

割
合

(%
)

割
合

(%
)

 主
体

性
に

関
わ

る
学

習
活

動
64

.9
%

3.
84

13
.9

5
60

.5
%

8.
83

19
.0

2
62

.5
%

10
.8

1
33

.6
%

72
.9

%
5.

87
31

.4
1

-
-

-
-

5
自

主
的

に
調

べ
も

の
や

取
材

を
行

う
73

.3
%

9.
72

6.
45

73
.7

%
16

.0
6

24
.6

3
71

.4
%

13
.8

0
32

.7
%

75
.0

%
11

.3
6

25
.9

4
-

-
-

-
6

学
校

外
の

い
ろ

い
ろ

な
人

に
話

を
聞

き
に

行
く

56
.5

%
-2

.0
5

21
.4

5
47

.4
%

1.
61

13
.4

1
53

.6
%

7.
81

34
.5

%
70

.8
%

0.
38

36
.8

7
-

-
-

-
 協

働
性

に
関

わ
る

学
習

活
動

78
.7

%
1.

06
3.

57
77

.8
%

3.
20

6.
08

74
.4

%
-0

.1
7

23
.6

%
84

.7
%

8.
96

13
.0

2
-

-
-

-
7

グ
ル

ー
プ

で
協

力
し

な
が

ら
学

習
や

調
べ

も
の

を
行

う
81

.4
%

-1
.4

9
-2

.7
9

73
.7

%
-7

.6
7

-7
.4

5
78

.6
%

-2
.7

8
23

.6
%

93
.8

%
14

.2
0

12
.6

2
-

-
-

-
8

活
動

、
学

習
内

容
に

つ
い

て
生

徒
同

士
で

話
し

合
う

88
.2

%
4.

63
-0

.2
3

94
.7

%
9.

99
15

.4
9

80
.4

%
-4

.3
9

14
.5

%
89

.6
%

10
.0

4
10

.3
4

-
-

-
-

9
活

動
、

学
習

内
容

に
つ

い
て

大
人

（
教

員
や

地
域

の
大

人
）

と
話

し
合

う
66

.5
%

0.
03

13
.7

3
64

.9
%

7.
29

10
.2

0
64

.3
%

6.
66

32
.7

%
70

.8
%

2.
65

16
.1

2
-

-
-

-
 探

究
性

に
関

わ
る

学
習

活
動

79
.3

%
4.

35
10

.6
2

81
.1

%
9.

95
25

.0
1

74
.1

%
2.

92
31

.8
%

83
.3

%
8.

33
27

.2
0

-
-

-
-

10
自

分
の

考
え

を
文

章
や

図
表

に
ま

と
め

る
77

.6
%

11
.2

1
14

.2
6

84
.2

%
24

.8
9

38
.9

3
69

.6
%

10
.3

2
43

.6
%

79
.2

%
15

.5
3

33
.8

8
-

-
-

-
11

話
し

合
っ

た
内

容
を

ま
と

め
る

79
.5

%
-0

.5
0

1.
85

80
.7

%
-0

.6
5

22
.2

1
76

.8
%

-4
.5

7
23

.6
%

81
.3

%
3.

98
22

.7
6

-
-

-
-

12
活

動
、

学
習

の
ま

と
め

を
発

表
す

る
84

.5
%

8.
76

19
.3

7
84

.2
%

16
.4

1
27

.6
1

80
.4

%
12

.5
6

32
.7

%
89

.6
%

7.
77

32
.9

8
-

-
-

-
13

生
徒

同
士

で
活

動
、

学
習

の
振

り
返

り
を

行
う

75
.8

%
-2

.0
8

7.
00

75
.4

%
-0

.8
3

11
.2

9
69

.6
%

-6
.6

3
27

.3
%

83
.3

%
6.

06
19

.1
8

-
-

-
-

 社
会

性
に

関
わ

る
学

習
活

動
60

.7
%

-1
.2

4
8.

06
57

.3
%

2.
51

10
.1

4
58

.3
%

3.
53

28
.5

%
67

.4
%

7.
51

20
.1

9
-

-
-

-
14

地
域

の
魅

力
や

資
源

に
つ

い
て

考
え

る
65

.8
%

1.
55

12
.0

1
64

.9
%

5.
59

4.
53

58
.9

%
-0

.3
9

25
.5

%
75

.0
%

15
.9

1
14

.6
2

-
-

-
-

15
地

域
の

課
題

の
解

決
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

68
.3

%
1.

89
12

.8
2

63
.2

%
3.

84
17

.8
7

69
.6

%
10

.3
2

30
.9

%
72

.9
%

4.
73

27
.6

3
-

-
-

-
16

日
本

や
世

界
の

課
題

の
解

決
方

法
に

つ
い

て
考

え
る

47
.8

%
-7

.1
7

-0
.6

3
43

.9
%

-1
.9

0
8.

01
46

.4
%

0.
67

29
.1

%
54

.2
%

1.
89

18
.3

2
-

-
-

-
※

3年
生

、4
年

生
の

「回
答

上
昇

者
率

」は
「上

昇
率

」シ
ー

トで
確

認
い

た
だ

け
ます

他
地

域
との

差

差
(p

t）

①
　

学
習

活
動

（
明

示
的

な
カ

リ
キ

ュ
ラ

ム
）

全
体

割
合

(％
)

昨
年
度
との
差

差
(p

t）

64
.9

%
2.

71

78
.7

%
3.

06
79

.3
%

3.
02

60
.7

%
2.

67

0%10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

主
体
性

協
働
性

探
究
性

社
会
性

他
地
域

自
校

60
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3 
ペ

ー
ジ

生
徒

の
認
識
（
A）

回
答
上
昇
者
の
割
合

大
人
の
認
識
（
大
人
全
体
の
評
価
）
（
B）

生
徒
と大

人
の
認
識
の
差
（
A‒
B)

プ
ラ

ス
の

場
合

：
大

人
よ

り生
徒

が
評

価
して

い
る

学
習

環
境

マ
イ

ナ
ス

の
場

合
：

大
人

ほ
どは

生
徒

が
評

価
して

い
な

い
学

習
環

境

生
徒

の
認
識
（
A）

大
人
の
認
識
（
大
人
全
体
の
評
価
）
（
B）

生
徒

と大
人

の
認
識
の
差
（
A‒
B)

全
体

学
年
別

全
体

昨
年
度
との
差

うち
教
職
員

昨
年
度
との
差

生
徒
と大

人
（
全
体
）

生
徒
と教

職
員

10
pt

以
上

の
増

加
0～

10
pt

の
増

加
減

少
回

答
上

昇
者

1年
生

2年
生

3年
生

4年
生

割
合
(%
)

差
(p
t)

割
合
(%
)

差
(p
t)

差
(p
t)

差
(p
t)

大
人

質
問

項
目

 主
体

性
に

関
わ

る
学

習
環

境
75

.3
%

-1
.9

2
-2

.1
7

24
.8

%
72

.1
%

77
.2

%
76

.8
%

-
87

.8
%

-3
.0

8
87

.0
%

-5
.2

6
-1

2.
5p

t 
-1

1.
6p

t 
20

失
敗

して
も

よい
とい

う安
全

・安
心

な
雰

囲
気

が
あ

る
68

.3
%

-8
.1

1
-1

0.
30

19
.4

%
64

.9
%

73
.2

%
66

.7
%

-
80

.8
%

-6
.7

3
78

.3
%

-7
.4

5
-1

2.
4p

t 
-9

.9
pt

 
5

失
敗

を恐
れ

ず
に

挑
戦

す
る

こと
が

で
きて

い
る

21
挑

戦
す

る
人

に
対

して
、応

援
す

る
雰

囲
気

が
あ

る
83

.9
%

-1
.1

5
-7

.0
9

22
.4

%
84

.2
%

85
.7

%
81

.3
%

-
96

.2
%

4.
49

95
.7

%
5.

18
-1

2.
3p

t 
-1

1.
8p

t 
13

挑
戦

す
る

人
に

対
して

、応
援

す
る

こと
が

で
きて

い
る

33
目

標
や

当
事

者
意

識
を

持
って

挑
戦

して
い

る
人

が
い

る
82

.6
%

8.
32

1.
40

33
.7

%
82

.5
%

80
.4

%
85

.4
%

-
92

.3
%

4.
81

91
.3

%
0.

83
-9

.7
pt

 
-8

.7
pt

 
6

目
標

や
当

事
者

意
識

を持
って

挑
戦

す
る

こと
が

で
きて

い
る

34
地

域
に

、尊
敬

して
い

る
・憧

れ
て

い
る

大
人

が
い

る
59

.6
%

-1
.8

0
2.

77
30

.6
%

54
.4

%
60

.7
%

64
.6

%
-

-
-

-
-

-
-

-

30
人

の
挑

戦
に

関
わ

らせ
て

も
らえ

る
機

会
が

あ
る

65
.2

%
-9

.0
7

1.
44

20
.4

%
56

.1
%

67
.9

%
72

.9
%

-
73

.1
%

-1
4.

42
69

.6
%

-2
0.

91
-7

.9
pt

 
-4

.3
pt

 
7

自
身

の
挑

戦
に

、周
囲

を巻
き込

も
うと

して
い

る

26
自

分
が

何
か

に
挑

戦
しよ

うと
思

った
とき

、周
りは

手
を差

し伸
べ

て
くれ

る
83

.9
%

0.
28

-5
.5

0
22

.4
%

84
.2

%
87

.5
%

79
.2

%
-

92
.3

%
-3

.5
3

91
.3

%
-3

.9
3

-8
.5

pt
 

-7
.5

pt
 

14
誰

か
が

何
か

に
挑

戦
しよ

うと
思

った
とき

、手
を差

し伸
べ

て
い

る

35
周

りの
大

人
は

、自
分

に
関

わ
る

こと
に

つ
い

て
自

分
で

決
め

る
こと

を
尊

重
して

くれ
る

82
.6

%
-

-3
.6

2
-

78
.9

%
83

.9
%

85
.4

%
-

92
.3

%
-

95
.7

%
-

-9
.7

pt
 

-1
3.

0p
t 

22
子

ども
の

自
己

決
定

を尊
重

で
きて

い
る

36
生

徒
の

意
見

が
学

校
で

の
意

思
決

定
に

反
映

され
る

雰
囲

気
が

あ
る

76
.4

%
-

3.
54

-
71

.9
%

78
.6

%
79

.2
%

-
-

-
-

-
-

-
-

 協
働

性
に

関
わ

る
学

習
環

境
72

.8
%

0.
86

-5
.9

4
29

.1
%

71
.9

%
77

.7
%

68
.2

%
-

87
.5

%
1.

04
88

.0
%

1.
14

-1
4.

7p
t 

-1
5.

2p
t 

22
人

と違
うこ

とが
尊

重
され

る
雰

囲
気

が
あ

る
70

.8
%

0.
09

-8
.6

1
31

.6
%

70
.2

%
75

.0
%

66
.7

%
-

88
.5

%
0.

96
91

.3
%

5.
59

-1
7.

7p
t 

-2
0.

5p
t 

8
人

と違
うこ

と、
異

な
った

意
見

を尊
重

して
い

る

23
あ

りの
まま

の
自

分
が

尊
重

され
る

雰
囲

気
が

あ
る

70
.2

%
-1

.9
6

-1
1.

37
27

.6
%

70
.2

%
75

.0
%

64
.6

%
-

92
.3

%
4.

81
91

.3
%

5.
59

-2
2.

1p
t 

-2
1.

1p
t 

9
あ

りの
まま

の
個

人
を尊

重
して

い
る

27
自

分
と異

な
る

立
場

や
役

割
を持

つ
人

との
関

わ
りが

あ
る

76
.4

%
-2

.1
7

-6
.0

4
30

.6
%

73
.7

%
82

.1
%

72
.9

%
-

84
.6

%
-2

.8
8

87
.0

%
-3

.5
2

-8
.2

pt
 

-1
0.

6p
t 

15
自

分
と異

な
る

立
場

や
役

割
を持

つ
人

と交
流

して
い

る

28
立

場
や

役
割

を超
え

て
協

働
す

る
機

会
が

あ
る

73
.9

%
7.

48
2.

25
26

.5
%

73
.7

%
78

.6
%

68
.8

%
-

84
.6

%
1.

28
82

.6
%

-3
.1

1
-1

0.
7p

t 
-8

.7
pt

 
16

立
場

や
役

割
を超

え
て

協
働

して
い

る

 探
究

性
に

関
わ

る
学

習
環

境
74

.2
%

-5
.9

5
-6

.1
0

25
.0

%
68

.4
%

79
.9

%
74

.5
%

-
77

.9
%

-3
.3

7
79

.3
%

-2
.8

0
-3

.7
pt

 
-5

.1
pt

 
17

本
音

を気
兼

ね
な

く発
言

で
きる

雰
囲

気
が

あ
る

72
.7

%
-0

.1
9

-9
.1

0
30

.6
%

71
.9

%
78

.6
%

66
.7

%
-

69
.2

%
-5

.7
7

69
.6

%
-6

.6
3

3.
4p

t 
3.

1p
t 

10
本

音
を気

兼
ね

な
く発

言
で

きる

18
将

来
の

こと
や

実
現

した
い

こと
を

話
し合

え
る

大
人

が
い

る
70

.8
%

-1
2.

05
-7

.2
0

25
.5

%
57

.9
%

78
.6

%
77

.1
%

-
73

.1
%

2.
24

73
.9

%
2.

48
-2

.3
pt

 
-3

.1
pt

 
11

地
域

に
、将

来
の

こと
や

実
現

した
い

こと
を話

し合
え

る
人

が
い

る

24
周

りの
大

人
は

、じ
っく

りと
話

を聞
き、

考
え

る
手

助
け

をし
て

くれ
る

80
.1

%
-5

.5
9

-6
.1

6
25

.5
%

78
.9

%
83

.9
%

77
.1

%
-

92
.3

%
-3

.5
3

91
.3

%
-3

.9
3

-1
2.

2p
t 

-1
1.

2p
t 

17
生

徒
に

対
して

じっ
くり

と話
を聞

き、
考

え
る

手
助

け
が

で
きて

い
る

31
お

互
い

に
問

い
か

け
あ

う機
会

が
あ

る
73

.3
%

-5
.9

9
-1

.9
4

18
.4

%
64

.9
%

78
.6

%
77

.1
%

-
76

.9
%

-6
.4

1
82

.6
%

-3
.1

1
-3

.6
pt

 
-9

.3
pt

 
18

お
互

い
に

問
い

か
け

あ
う機

会
が

あ
る

 社
会

性
に

関
わ

る
学

習
環

境
75

.9
%

-3
.3

5
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